
●
高
額
療
養
費
制
度
っ
て
な
に
？

お
医
者
さ
ん
の
窓
口
で
支
払
っ
た
額
が
、ひ
と
月（
月
の
初
め

か
ら
終
わ
り
ま
で
）で
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合
に
、そ

の
超
え
た
額
を
中
建
国
保
が
支
給
す
る
も
の
で
す
。

●
今
回
の
変
更
の
ポ
イ
ン
ト

〈
ポ
イ
ン
ト
１
〉	

現
役
並
み
所
得
区
分
が
３
つ
に
細
分
化
さ
れ
、
限
度
額
が
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

〈
ポ
イ
ン
ト
２
〉	

一
般
区
分
の
外
来
の
自
己
負
担
限
度
額
が
、
ひ
と
月

１
万
8
0
0
0
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。た
だ
し
、年
間
上
限

額
は
引
き
続
き
14
万
4
0
0
0
円
と
な
り
ま
す
。

●�

70
歳
以
上
の
方
が

医
療
機
関
に
か
か
る

際
の
持
ち
物

【 

必
要
な
も
の 

】

・	�

保
険
証

・	�

高
齢
受
給
者
証

【 

所
得
区
分
に
よ
っ
て
必
要
な
も
の  

】

・	�

低
所
得
の
方
は「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

・	�

現
役
並
み
Ⅱ
・
現
役
並
み
Ⅰ
の

方
は
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

※�

現
役
並
み
Ⅱ
・
現
役
並
み
Ⅰ
の
方
が
医

療
機
関
の
窓
口
で「
限
度
額
適
用
認
定

証
」の
提
示
を
忘
れ
た
場
合
、現
役
並

み
Ⅲ
の
自
己
負
担
限
度
額
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
申
請
に
よ
り
後
日
払
い

戻
し
を
う
け
ら
れ
ま
す
。

■ 平成30年７月まで

所得区分 外来
（個人ごと）

高齢世帯合算
（入院含む）

現役並み
所得者 57,600円

80,100円＋（医療費−
267,000円）×1％

［多数該当44,400円］

一般
14,000円
（年間上限
14.4万円）

57,600円
［多数該当44,400円］

低所得者
Ⅱ

8,000円
24,600円

Ⅰ 15,000円
特定疾病
認定者 10,000円

■ 平成30年８月から

所得区分 外来
（個人ごと）

高齢世帯合算
（入院含む）

現
役
並
み
所
得
者

Ⅲ
課税所得
690万円
以上

252,600円
+（医療費-842,000円）

×１%［多数該当140,100円］

Ⅱ
課税所得
380万円
以上

167,400円
+（医療費-558,000円）

×１%［多数該当93,000円］

Ⅰ
課税所得
145万円
以上

80,100円
+（医療費-267,000円）

×１%［多数該当44,400円］

一般
18,000円
（年間上限
14.4万円）

57,600円
［多数該当44,400円］

低所得者
Ⅱ

8,000円
24,600円

Ⅰ 15,000円
特定疾病
認定者 10,000円

70
歳
以
上
の
皆
さ
ん
へ

平
成
30
年
８
月
か
ら

　
高
額
療
養
費
の

自
己
負
担
限
度
額
が

　
変
わ
り
ま
す
！

※�「多数該当」とは過去12ヵ月のうち高額療養費が３回以上支
給されているとき、４回目以降は自己負担限度額が減額され
ることをいいます。

※�「１%」とは、高額療養費の算定対象となった医療費の１%を
いいます。

※�月の途中で75歳になり、後期高齢者医療制度へ移行する場
合、移行した月の自己負担限度額は上記金額の２分の１にな
ります。

※�高額介護合算療養費の自己負担限度額も変更になります。詳
しくは便利帳36頁をご確認ください。
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